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アトックスは 日 本 の 原 子 力 時 代
の 到 来・発 展 とともに 放 射 線 管
理、除染、メンテナンスなど様々

な業務に参入してきましたが、
現在では全国すべての原子力発
電所で業務を担っています。

2 0 1 1 年 の 東 日 本 大 震 災 後 、
原 子 力 業 界 の 事 業 環 境 が 劇 的
に 変 化 す る 中 、アトックス は こ
れ ま で 培 って き た 放 射 線 技 術
を 活 用 して 医 療 事 業 に 進 出 し
ました 。

核 医 学 分 野では 、量 子 科 学 技
術 研 究 開 発 機 構と共 同で、世 界
初 の ヘルメット型 陽 電 子 放 出 断
層 撮 影 ( P E T ) 装 置「 V r a i n 」を開
発しました 。「 Vra i n 」は 、脳 腫 瘍
や て ん か ん 検 査 の 高 精 度 化 に

加 え認 知 診 断 に 役 立 ち、アミロ
イドβ と呼 ば れ るた ん ぱく質 の
蓄 積が病 気の進 行に関 わってい
るとされて いるアル ツハ イ
マー 型 認 知 症 につい
て、異 常 たん ぱく質
の 画 像 化 や 蓄 積 の
進 行 状 況 を捉えるこ
とが可 能となります。

「 V r a i n の 特 徴 は
小 型・高 性 能 な ヘ ル
メット 型 で あ るこ と
であり、従 来 装 置 と
比 べてコストダウン
の実現とともに、高画
質の脳画像の撮像、省
スペ ース 化 を 実 現し
ました。　

アルツハイマー型 認 知 症 治 療
薬 の 承 認 が 進 むのと合 わ せ、検
査体制の整備に貢献したいと

思います。」と矢口氏は語る。
ま た アトックス は 、ベ ル ギ ー

のI R E  E L i T 社 が製 造する、P E T
診 断 に使 われる6 8 G e / 6 8 G a ジ
ェネレータの日 本 販 売 代 理 店と
なりました 。この 最 先 端 技 術 を
北 海 道 大 学 に提 供し、北 海 道 大
学と共同で前立腺がんを検出す
る革 新 的 な新しい手 法を開 発し
ています。

「 日 本 の 従 来 の 診 断 方 法 で
は 、前 立 腺 の 2 0 〜 3 0 の 異 な る
部 位 から直 接サンプルを採 取し
ますが、これ は 大 変 な 痛 み を伴
います。しかし、アトックス が 取
り扱うジェネレータを使 用した

診 断 方 法 の 導 入 に
より、直 接 サンプ
ル を 収 集 する 必
要性が減り、患者

の苦痛が緩和され
ます。」

と矢 口 氏 は 説 明
する。

アトックス は 医
療 に とどまらず、
東 京 大 学 と の 協

業 で 最 先 端 の 橋 梁
メンテ ナ ンス 技 術 を
開発しました。

「 従 来 、橋 梁 の 維 持 管 理 に 利
用されてきた非 破 壊 検 査 技 術 は
超 音 波 による 測 定 でした 。しか
し、この方法では300mm以上の
厚 いコンクリートの 可 視 化 が 難
しく、この 課 題 に 対 処するた め 、
アトックスは 、グラウトの 不 完 全
充 填 や P C 鋼 の 破 断 を可 視 化す

るポ ータブル X 線 発 生 装 置 と高
性 能の検 出 器を備えた検 査シス
テムを開 発しました 。」と矢 口 氏
は明かす。

「この システム は 古 い 建 造 物
など、他の構造物のメンテナンス
にも十 分 対 応できると期 待して
おり、社 会インフラのメンテナン
ス分 野 にお いて 幅 広く貢 献して
いきたいと思います。」

アトックスは放射線の専門知識を活用して、核医学と橋梁メンテナンスの未来をどのように形成するのか。
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「現在、アトックスには
1,700人以上の従業員がい
ますが、従業員のこの分野
への献身とコミットメント
があったからこそ、私たちは
このような評価を得ながら
拡大することができたのだ
と思います。」

矢口敏和 　 
株式会社アトックス  
代表取締役社長


